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③HP更新のお知らせ② 紙の世界① 発泡スチロールの日

① 海の日は「発泡スチロールの日」

松原産業株式会社

地球の緑と環境を守る

本社・工場取得

発泡スチロールの加工なら

http://www.matsubara-sangyo.jp/

しかし、高度経済成長を終えた日本に産業廃棄物問題が浮上します。メーカーは発泡スチロー
ルの回収とリサイクルを開始しましたが、発泡スチロールの悪いイメージは無くなりません。そこ
で平成3年「発泡スチロール再資源化協会」を設立し、リサイクル推進活動を行いました。
協会は、「発泡スチロールの日」を作ることを検討。海の幸を新鮮なまま届ける容器として活躍し
ていることから、平成12年、海に感謝する「海の日」を発泡スチロールにも目を向けてもらうため
「発泡スチロールの日」にしようと決定したのです。

今年もまた夏が近づいてきましたね。夏といえば海！！そして、来月７月２１日は海の日。松原
産業と海の日はとっても関係の深い日なのです。実は、毎年海の日は「発泡スチロールの日」な
のです。なぜ海の日が発泡スチロールの日なの？？と思われた方も多いと思います。そこで今
月は、「発泡スチロールの日」の由来をお伝えします。

現在、日本の発泡スチロール年間使用量はなんと約20
万ｔ！発泡スチロールは断熱性、緩衝性、水を通さない、
軽い、成形しやすいこの５つの特性から、魚の容器をはじ
め、断熱材や家電製品の緩衝材など、昭和中期にドイツよ
り伝わり、様々な形となって、現在まで、普及していきまし
た。

2005年 朝日新聞に掲載された広告

発泡スチロールのリサイクル

様々な環境破壊が問題になっている今、ゴミの発生を抑え、地球の限りある資源を大切にし
て行こうという意識が年々強くなってきています。もちろん発泡スチロールも例外ではありませ
ん。そこで松原産業では、ｴﾌﾟｼｰﾌﾟﾗｻﾞ（EPSﾘｻｲｸﾙ拠点）として、使用済み発泡スチロールの
回収に努めています。回収された発泡スチロールは、文具、合成木材等のプラスチック製品
（ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ）や固形燃料（ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ）ガス化、油化（ｹﾐｶﾙﾘｻｲｸﾙ）となって再利用され
ています。３つのﾘｻｲｸﾙを合わせるとなんと73.9％がﾘｻｲｸﾙ！！（2006年実績）実はとっても
地球に優しい素材なのです。

今月の特集はいかがでしたか？？発泡スチロールは、何かとﾘｻｲｸﾙしにくいイメージがあったか
と思います。実は、とっ～～てもﾘｻｲｸﾙに向いているのです。発泡スチロール再資源化協会は、
2010年度の目標を75％と設定し、更なるﾘｻｲｸﾙ率の向上を目指しています。そして松原産業も
環境保全に努めていきます。

JEPSRA HP参照 http://www.jepsra.gr.jp/



休業日のご案内

2008年 7月

事業には信用が第一である。世間の信用を得るには､世間を信用することだ。
個人も同じである｡自分が相手を疑いながら､自分を信用せよとは虫のいい話だ｡

～ 渋沢 栄一 ～

② 紙の世界 第10回

一般的に、紙の寿命は、和紙が1000年、普通の紙が100年と
言われています。和紙に比べて、普通 の紙の寿命が短いのは、
製法にひとつの要因がありました。 木材を原料とする紙の製法
が発明されたのは1840年。それからしばらくして、紙にはインキ
の滲み止めのために、酸性の材料が使われるようになりました。

③ 社員ブログ始めました☆

編集後記：最近、地球の各地から、自然災害のニュースを耳にします。それも環境破壊が原因でしょうか。
今月のパイナル通信は、発泡スチロールのリサイクルに触れてみました。発泡スチロールは、地球に優しい
エコ素材なのです。環境問題は、もはや人類の問題です。発泡スチロールが、少しでもﾘｻｲｸﾙに役立つよう
に読者の皆様のご協力をお願いします。それではまた来月。 西村 真吾

社員ブログを作りました！仕事の話だけでなく、日常の話なども行う
交流の場となることでしょう。営業だけでなく、いつも電話で話してい
るあの子や、配達をしているアンちゃんたちも参加します。

ただ見るだけでなく、コメントをすることも出来ます。お気軽にメッ
セージを頂けたらと思います。さてさて・・・更新がんばるぞ！

※ブログとは？ 個人的な体験や日記、特定のニュースや話題に対する自分なりの評価・考えなどを書き込むWeb
サイトのことを指す。簡単に言うと日記です。

このカニの入った箱が目印♪

◎更新は週に2回（火・金曜日）に行います。社員みんなで書い
ていきますので、好みのあの子はいつなの？となるかも知れま
せんが・・・。どうかご容赦ください。

松原産業HP ： http://www.matsubara-sangyo.jp/
○左サイドバー＞スタッフ紹介の下

最初は真っ白だった紙が、いつの間にか黄ばんでいたり、色紙の色がうすくなっていた、という
ことがあるでしょう。これは、紙が光に当たっていたためです。ですから、大切な本や書類などは、
なるべく日光などの光が当たらない場所に置いておきましょう。

しかし、これが原因となり、1970年代頃になると、長年保管されてきた書籍等の傷みが目立
つようになったのです。そのため以後は、中性やアルカリ性の材料を使った「中性紙」が 開発さ
れ、現代では書籍など長期に保存される紙を中心に、中性紙への移行が進んでいますね。
一方、紙の寿命に影響を与える要因としては、保管する環境もあげられます。高温多湿や、

日光、空気の汚れは、紙を傷めるもとです。紙を長く保存したい場合には、こうした点に気をつ
けることも大切ですね。


